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国立国会図書館はどういうところか 
 

永田町本館 
http://ja.wikipedia.org/wiki/ファイル:NDL_Tokyo01st3200.jpg 

関西館 
http://ja.wikipedia.org/wiki/ファイル:National_Library_Kansai.jpg 

国際子ども図書館（上野公園） 
http://ja.wikipedia.org/wiki/ファイル:International_Library_of_Children's_Literature.jpg 



国立国会図書館は何をしている
か 
納本制度による日本の出版物の全点収集 
全国書誌（national bibliography）の編集 
資料の保存と提供（閲覧業務） 
 インターネットを利用した各種データベースの提
供 

 
 



近代日本デジタルライブラリー 

 
現在閲覧が可能な資料は、同館所蔵の明治期刊行
図書約17万冊のうちの約13万冊と、大正期刊行図
書約9万冊のうちの約2万7千冊 

昨年度の補正予算120億円で、これを昭和期まで拡
張中 

著作権（著者が死亡後50年有効）の処理がたいへん 



‡ 



国政のための図書館 

調査及び立法考査局 
 戦後改革の理念→国会の強化 
 国会議員のための調査支援業務 
 「野党議員しか使わない」 
 「知」に基づいた意思決定 

支部図書館制度 
 最高裁および各省庁の図書館を分館化 
 行政への支援と同時に行政の管理 
 三権分立との関係 



電子書籍への関心の高まり 
 

 Kindle 
 世界最大のインターネッ

ト書店Amazon 
 電子書籍専用端末 
 電子ペーパー 

 iPad 
 コンピュータメーカー

Apple 
 汎用電子機器 
 カラー液晶 



共通するビジネスモデル 

電子書籍コンテンツのデータベース化 
出版社・新聞社・雑誌社の参入 
読みやすい端末の提供 

 
音楽ビジネスと類似のモデル 

 パッケージ（レコード・CD）からネット配信 
 書籍も同じ道を歩むのか？ 

 



Googleブック検索の衝撃 

書物コンテンツを図書館との共同でデジタル化 
 ハーバード、プリンストン、ミシガン、オックス
フォードなど著名大学図書館が参入 

画像化＋テキスト化（OCR技術） 
 「フェアユース規定」により著作権をクリア 

全文検索→スニペット表示→書店での購入/図書
館での利用/全文テキストの購入 



‡ 



知の流通に関する二つのアポリア 
 パッケージからデジタルネット

ワーク技術へ 
 
 公共セクターから商業セクター

（市場）へ 

 紙メディアはなくなるのか 
 出版社はモノを生産しているの

か、知を生産しているのか 
 情報発信＝出版なのか 
 編集とはどういう行為か 
 全てがネットビジネスに包括さ

れるのか 
 図書館員は何をしているのか 



知のストック装置としての図書館 

 ヨーロッパ諸国ではGoogleに対して批判的 
 公共的に対応してきた歴史 
 知は市場化になじまない 
 アメリカ一局支配への対抗意識 

各国でnational digital libraryをつくりそれを連携
していく＝World Digital Library 

 これを可能にするのは、個々の図書館 



古代アレキサンドリア図書館 

 古代地中海世界の商業・
文化の交流地点 

 ムセイオンとともに世界
の文化人を集めた 

 なぜ図書館か 
 学問・文化はパピルスの

写本で伝えられた 
 図書館は筆写する場で

あり、知をコピーし、蓄積
した。 
 

http://web1.nazca.co.jp/PAKARU/10-3EGYPT.htm  

http://ja.wikipedia.org/wiki/ファイル:Ancientlibraryalex.jpg 

‡ 



Bibliotheca 
Alexandrina  

ユネスコとエジプト政府の共
同プロジェクト。2001年開館 

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Egypt.Alexandria.BibliothecaAlexandrina.02.jpg 

http://en.wikipedia.org/wiki/File:BA_day.jpg 



ヨーロッパの図書館 

教会や修道院は同時に図書館であった 
 散逸する文献を集め後世に残す仕事 
 最良の「版」を研究し注解する仕事 

近代になると、啓蒙専制君主が競って王室図書
館を公開していく 
 啓蒙＝知の開放 
 次はBIBLIOTECA REALE - TORINO  



http://www.bibliotecareale.beniculturali.it/ 
‡ 



書誌とドキュメンテーション 
 書物から意図的に知を

取り出す試み 
 Paul Otlet(1864-1944)

のドキュメンテーション 
 世界の図書館目録や

書誌をカード化し、こ
れを一系列に並べて
索引化する試み 

 国際ドキュメンテーショ
ン連盟とUDC（国際十
進分類法） 

 
http://www.mathewingram.com/work/2007/04/02/todays-interesting-link-the-mundaneum/ 



図書館における知の組織化 

分類 
 知の体系に位置づける行為 

書誌 
 知を記述する行為 
 メタデータ 

 記述した要素項目ごとに検索 
 書籍内メタデータ（目次、索引など） 

全文検索 
 全文を対象にして検索する行為 

 



国立国会図書館蔵書目録の
メタデータ構造 

‡ 

‡ 

‡ 

‡ 



図書館における知の組織化 

分類 
 知の体系に位置づける行為 

書誌 
 知を記述する行為 
 メタデータ 

 記述した要素項目ごとに検索 
 書籍内メタデータ（目次、索引など） 

全文検索 
 全文を対象にして検索する行為 

 



まとめ 

 Googleブック検索やAmazon Kindleなどの電子

書籍のビジネスモデルは、知の組織化というアイ
ディアに基づく 

古代から存在する図書館は、印刷術による複製、
カード目録や分類法のようなメタデータ技術に
よって、電子図書館を準備してきた 

 それでは、物理的図書館は不要なのか？ 
紙メディアはいらなくなるのか？ 



参考文献 

 ビブリオテカ・アレキサンドリア・プロジェクト
http://www.bibalex.jp/index.html 

根本彰『文献世界の構造』勁草書房  1998 
根本彰ほか編『図書館情報学の地平：50のキー
ワード』日本図書館協会 2005 
 
 

http://www.bibalex.jp/index.html�
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